
子どもたちの命を守るために

６月、掛川市内で発生した児童の水難死亡事故には、多くの方が心を痛め、悲しい思いをされた
ことと思います。
学校では、事件発生後すぐに、全校児童に以下の内容で共通の指導を行いました。
①登下校中、川や水路、池など水が流れたり溜まっているところに近づかない。
②子どもたちだけで、川や水路、池などに遊びに行かない。
③遊びに出かけるときは、誰とどこへ行くのか、何をして遊ぶのかをお家の人に必ず伝える。
同じ市内の小学生の事故ということもあり、子どもたちは真剣に教師の話を聞いていました。
６月は、子どもたちの安全に関する指導の行事を、いくつか

行いました。
６月 22日には、倉真地区防犯アドバイザーの森田さん、倉真

駐在所の大川さん、日坂駐在所の伊東さん、掛川署スクールサ
ポーターの水野さんをお招きして、防犯教室を行いました。
もし、子どもたちだけでいるときに不審な人から声をかけら

れたら、近づいてきたらなどを想定して、そのときの対処法（逃
げる、大声を出す、大人に助けを求める）を教えていただきま
した。
また、６月 30日の「交通安全リーダーと交通安全を語る会」

では、子どもたちの交通安全に関わるさまざまなお仕事をして
くださっている皆さんと PTA役員の皆様をお招きして、日頃の
交通安全について気をつけていることや困っていること、危険
だと感じていることを話し合い、その内容を来てくださった皆
さんに聞いていただきました。
その会の中で、私は、子どもたちに次のような話をしました。
「たくさんの大人が集まっても、１００％の安全をつくるこ

とは、とても難しい。大人も努力する。みんなには、「身の回
りには危険がある。」ということを知っていてください。」
防犯、防災、交通安全、水辺の安全、学校内外の安全…。子

どもたちが日々の生活の中で気をつけなければいけないことは
たくさんあります。「一度話をしたから、もう安心。」というこ
とは、絶対にありません。子どもたちの命を守るためには、子
どもたちの危険予知の力を高めるとともに、我々大人が、『繰り返し、具体的に』伝えていくことが
大切だと考えています。
まもなく始まる夏休みが、安全で楽しい夏休みになるように、学校で、ご家庭で子どもたちに声

をかけていきましょう。

e-じゃん掛川倉真小ページ
日々の学校の様子をお伝えしています。

http://e-jan.kakegawa-net.jp/c.phtml?g=171421 （校長 榛葉 武史）

防犯教室

交通安全を語る会

【教育目標】 かがやく子

【重点目標】 ともに築いてきた力！ ともに広げよう！
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